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個のモデルを探し その構造を利用して予測される特徴を細かく検証する o (2)探索に問題解決の手法
を利用して能率を向上させる。 (3)コンビュータが記憶する部品モデルは，テレビカメラに部品を見せ
ながら，コンピ，ユータと人が対話的に作るので，使用する人は，コンピユータ・プログラムの知識が
なくてよい，という考え方を導入し約20種のエンジン部品で実験を行い，実用性を検証した。
これらの結果は，制御工学・情報工学の発展に寄与するところが多く，本論文は博士論文の価値あ
ると認める。
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